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＜せたがや子育てネットの動き

２０２４年４月～2024年6月＞

2024年度夏号（No.7）

物事を「ぴったり」にもっていくことは、とても難しいと感じます。
誰かのサポートも良かれと思ってついついがんばりすぎてしまい、息切れして続かな
かったり、逆に出し惜しみしてギリギリゆるされる程度のアウトプットでお茶を濁したりす
る“省エネ”な態度が見え隠れすることも。できれば結果だけに着目せず、そのプロセスや
心意気はオーバーアチーブ気味に、着地は「いい塩梅」を目指したいものです。
そのためにはその人なりの「いい塩梅」を一緒に考えたりよく聴いたりしないといけませ
んよね。その先にどんな景色が待っているかしら。もちろん時間軸ではゴールがあったら
一丁あがり！の気分になるけれど、もしかしたらそれがきっかけで何かが始まることもあ
り、当事者にとっては長い道のりの一部であり、けして解決ではないかもしれない。
こんな揺らぎを大切にしながら誰かの隣にそっと「居る」ことができる私たちでありたい
のです。

２０２４年５月に、せたがや子育てネットとし
て５か所目のひろばとなる『おでかけひろば ぶ
れす』がオープン！ 小田急線経堂駅から徒歩
７分、子ども・子育て総合センター１階に構え、
就学前までのお子さんとその保護者、プレマ
マ・プレパパのためのひろばです。以前のス
ペースを知る人からは「仕切りがなくなって
広々としていいですね！」という声もいただい
ています。ぶれすのテーマは“bless = 祝福と
呼吸”。地域の方たちと一緒につくっていく場
を目指しています。どうぞみなさんで遊びにき
てくださいね。

オーバーアチーブなアクション

代表理事 松田妙子

◆2024年度第1回「区民版子ども子育て会議」開催（4/4）
◆おでかけひろば「すぷーん」4周年（4/15）
◆おでかけひろば「おりーぶ」5周年（4/21）
◆おでかけひろば「まーぶる」7周年（4/23）
◆パルシステム様の野菜提供によるフードパントリー実施
（今年度初回4/20、以降毎月実施）
◆烏山もったいないバザール＠烏山区民センタ―前広場

ぶりっじ@roka・ぶんぶくテラマチチーム出店（5/19）
◆せたがや居場所サミット＠三茶キャロットタワー出展（5/25）
◆春まつり UR都市機構・URコミュニティ共催、芦花公園

団地自治会協力にて開催 参加者472名（5/25）
◆第20回総会＠宮坂区民センター（5/30）
◆とっておきの音楽祭 ぶりっじ@roka出店（6/1）
◆第5回 こども天国＠経堂コルティ（6/6）
◆すくすくメッセ烏山＠烏山地域4児童館

ぶりっじ@roka 烏山児童館にて出店（6/9）
◆すくすくコンパス 第1回 テーマ：子どもの権利（6/13）
◆「ぶんぶくテラマチ」1周年パーティー（6/27）
◆世田谷区私立幼稚園フェスタ2024（6/22＠経堂コルティ、

6/29＠世田谷区文化生活情報センター 生活工房）

＜視察・取材＞
◆こども家庭庁少子化対策企画室長の中原さんに聞く勉強会

実施（4/5）
◆財務省によるぶりっじ@roka視察（4/26）

＜松田妙子代表理事 登壇＞
◆にっぽん子ども・子育て応援団15周年フォーラム（5/12）
◆岩手県家庭教育・子育て支援担当者等研修会（5/27）

＜おでかけひろば 『ぶれす』

 オープン！＞

法人の第２０回総会を、５月３０日（木）午後に宮坂区民センターにおいてハイブリッド開催しました。
おでかけひろば「ぶれす」オープニングイベント前日の総会開催となり、ぶれすスタッフもひろばからオンラ
イン参加しました。今年度の重点課題として、法人設立２０周年に関するアクティビティや、「子どもが遊ぶ
ことの保障と文化とのふれあう機会の推進」等を掲げました。

木製の小上がりが特徴的
な「ぶれす」の空間。畳の
赤ちゃんスペースもあり、
乳児から幼児までゆった
り過ごせます。インスタグ
ラムで毎月のイベント案
内や日々の情報発信中。
ぜひフォローしてくださ
い♪

ぶれす開室日：
月曜～土曜
9:00～16:00



  

●設立のきっかけ・目的は？
ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ

●どんな「カイギ」をしている？
ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ

●誰が参加している？
あああああああああああああああああああああああああああああああああ
あああああああああああああああああああああああああああああああああ
あああああああああああああああああああああああああああああああああ
あああああああああああああああああああああああああああああああああ

・（参考例として団体名や参加している人の属性をいくつか？）
・
・
・

『せたがや区民版 子ども子育て会議』 を大解剖！
１０年前、世田谷区の子ども・子育てに関する施策について区民も役割を果たそう、立場を超えて語り、

提案しよう！と、せたがや子育てネットが呼びかけて始まった手弁当の集まりです。
毎回さまざまな子育て支援関連テーマを掲げ、区内の活動団体、関心のある個人、行政関係者など、

多いときには１００人以上の人たちが幅広く参加し、話し合い、盛り上がっています。

でも、会議って外からは何やってるか見えにくいよね・・・ということで今回はその中身をわかりやすく
特集します！ 読んでちょっとわくわくしたら、あなたも次回は参加してね。

写真：会議のよ
うす

＜これまでに取り上げたテーマ/事例をご紹介＆会議による変化は？＞

●２０１４年度 第9回
「子ども・子育て応援都市宣言」ワークショップ

世田谷区が作成した「子ども・子育て応援都市宣言」の
素案について、幅広く意見を聞きたいという区からのオ
ファーがあり、開催したワークショップ。区内の子育て支
援活動にかかわる人たちが一堂に会し、区の職員同席
のもとで話し合える貴重な場となりました。

“せたがや区民版”の
Facebookページ
でも情報発信中

「子ども・子育て会議」とは、国の子育て支援の政策プロセスに幅広い人たちが参画する仕組みとして
2013年に創設され、2016年には「世田谷区子ども・子育て会議」も設置。そこにメンバーの一人として参加
していた、せたがや子育てネット代表・松田が、「もっと個人も団体・行政・企業担当者もお互いを理解し
つながるための場をつくりたい。ひとつのグループだけでは実現できないことを話し合って地域課題として
取り組みたい！」と、公的な区の会議とは別途、開催を呼びかけたのが“せたがや区民版”の始まりでした。

●設立のきっかけ・目的は？

●どんな「会議」をしている？

初年度の2014年度に11回、それ以降は毎年4回前後の“区民版”会議を開催しています。子育て支援団
体・支援者が参加しやすい平日夜を基本として「三茶しゃれなあどホール」などの公共施設を会場とし、コ
ロナ禍以降はオンラインでの参加も可能に。毎回2時間半程度の時間の中で、①問題提起→②グループワー
ク→③全体発表の形式で進行。中間発表等をはさみながら、各回のテーマについて小グループに分かれて
ワークをしたり、他グループとの交流をはかります。

●誰が参加している？

区内の子育てにまつわる活動団体、関心のある個人、世田谷区職員はじめ
行政関係者、児童施設・福祉施設職員、PTAおやじの会、10代20代の若者など、
回によりさまざま。コロナ禍でも中止にせずオンラインで実施を継続したこ
とで参加者の幅が広がりました。今では会場参加が100人を超える回もあり、
オンラインでも数十人の方々が参加し子どもに関する施策を議論しています。

日ごろ子育て支援に携わる人たちが
意見を出し合い、区民版会議のその場で、
「宣言」の内容を作り変えていきました。

実際にその内容が反映された「宣言」が完
成！ 自分たちの声が生かされたことがその
後の継続的な会議参加へのモチベーション

向上にもつながりました。

●２０２３年度 第３回
お父さんの地域活動図鑑

2023年の制度改正にともない男性の育児休業も以前よ

り取りやすくなったり、「共働き・共育て」といった言葉
も聞かれたり、お父さんも主体的に子育てする時代。

でも、「主体的」って何だろう？と思っている人もいる
はず。そこで、もっとお父さんたちが街につながる仕掛
けやアイディア、地域で活動するヒントなど、お父さん自
身からの声をたくさん集めてみよう！と開催しました。

今回はさまざまな立場の「お父さん」が
参加して、夜遅くまで語り合う姿も。

このことがきっかけで、世田谷区の両親学級
に、お父さんたち何人かがファシリテーター

として参加してくださいました！

最近の主なテーマは以下の通りです。
子どもの「遊び」の環境／在宅の子育て支援／伴走型
支援／子どもの権利／子どもの貧困／おでかけひろば
予防的支え合い／子育て家庭の災害時の支援 等



NPO法人せたがや子育てネットは、設立から今年で２０周年を迎えます！

法人設立日となる、11月29日（金）夜には、周年企画のイベントを計画中です。会場

は「三茶しゃれなあどホール」に決定いたしました。詳細は後日、みなさまにご案内さ

せていただきますが、ぜひご予定を空けておいてくださいね。

また、イベント当日に向けて、 「せたこそ」とのエピソードを募集いたします！

20年間、あんなこともこんなこともご一緒させていただいた中で、世田谷内外の仲

間のみなさんが「これは！」と浮かぶ思い出の出来事、ストーリーなどを、ぜひＱＲコ

ードからお気軽にお寄せいただけると嬉しいです。お待ちしています！

世田谷で始まった「区民版子ども子育て会議」ですが、ひそかに他自治体のみなさまからも興味深く
思っていただいております。中にはわざわざ参加してくださっている方も。
今回はご縁の在った方々に、区民版の魅力等を語っていただきました★ 我が街でもやってみたい！と立ち
上げられた方々もいらっしゃいます。輪が広がってとても嬉しいです。ありがとうございました。
引き続きみなさま、区民版をどうぞよろしくお願いいたします。

＜せたがや子育てネットは今年２０周年＆記念イベント開催会場決定！＞
～１１月２９日（金）夜 ＠三茶しゃれなあどホールにて

＜“区民版”モデル、他地域にも輪が広がっています！＞

子育て当事者の参画が法律に明記された
子ども・子育て会議ですが、その精神をど
う形にするかが問われています。

世田谷区民（東北大学公共政策大学院教授）  
度山 徹 さん

最初は仕事上の理由で参加したのです
が、参加者の熱量と、官民関係なく建
設的な議論がされていたことから、

烏山総合支所街づくり課
渡邊 徹 さん

区民版子ども子育て会議とは、人と人との
関わりの温かさを知っている人たちが、立
場を超えて集い、子どもを主語に語り合い、

世田谷区子ども・若者支援課
島川 佳子 さん

関西学院大学 教育学部
橋本 真紀 さん

子ども子育て会議に、当事者の声を届ける準
備をしたいと、県内各地の支援者に声を掛け
て立ち上げたのが「ひろここ会議」です。10年

の実績のある世田谷にお邪魔して、当事者・
行政・活動団体・企業がつながることで協働
の歯車が動き始めると感じました。懇親会で
の世間話でつながった奇跡的なご縁もありま
した。

広島県民版「ひろここ会議」発起人
岸本 このみ さん

message from・・・

区民版子ども子育て会議の魅力は、立場
の違う人たちが、世田谷区の子どもたち
のより良い育ちのために、真剣に話し合え
ることでしょうか。この会議で出来たネッ
トワークが実際の課題解決につながった
こともありました！

砧地域子育て支援コーディネーター
三瓶 七重 さん

兵庫県西宮市でも、NPO法人alittle坂口さんの

呼びかけで「子ども・子育て支援者交流会＠に
しのみや」を開催しました。次世代に誇れる地
域とその関係をつくって委ねたいと思います。
心強いことに私たちには世田谷区にモデルが
ある。これからもよろしくお願いいたします。

子育て世代の自分も仕事
に関係なく子どもの未来
を一緒に考えてみたいと
感じ、参加させていただい
ています。

宴が終わる頃には、明日から
もがんばるぞ、と元気を注入
できる時間だと思います^_^

区民版は関係者と行政が学
びあっている場となってい
るように思います。私も区
民の一人として参加してい
きます！

次回の“せたがや区民版”は、7月30日（火）18時半より

「学童期・若者の居場所マッピング」をテーマに、静岡か
ら土肥潤也さんをゲストにお迎えして開催します！

「せたこそ」とのエピソード
どしどしお寄せください♪



せたがや子育てネットにジョインして、子育て環境を一緒につくりませんか？

子どもの名前をたくさん知っている大人や、ちょっとしたことでも地域に関心や役割を持つ人が増えると、

子どもを通じて街が豊かになります。一緒に地域の子育て環境をつくりませんか？

賛助会員 ： 入会金なし、年会費 3,000円（個人） 10,000円（法人）

寄付 ： 任意の金額でかまいません。どのような金額でも歓迎いたします！

連載！～オール世田谷の仲間たち～

NPO法人こども劇場せたがやは、子どもの権利条約31条
に基づき、「こどもからおとなまで、アートでつながるせたが
やに。」をビジョンに掲げ、演劇・音楽・パフォーマンスなどの
鑑賞会や、キャンプや外遊び、各種表現ワークショップや年に
一度の大型屋外イベント「わくわくシアター」の開催など、幅
広い活動を世田谷区を中心に続けてきました。

50周年となる今年度は、2025年2月には人形劇団むす
び座『オズのまほうつかい』、さらに２０２５年６月には東京打
撃団の特別記念鑑賞会をはじめ、さまざまな企画を予定して
いますので、ぜひご参加ください。
また、「子育ての孤立化の解消」「子どもの体験の格差解消」
「地域の関係性強化」という地域課題の解決を目指し、せた
がや子育てネットをはじめさまざまな地域の団体との関わり
を強化していきたいと考えています。

当会は東京都助産師会に属し世田谷区と目黒区を拠点と
し活動しています。世田谷区では助産師相談・性教育・災
害時の母子支援に注力し、その他助産師の広報活動と自己
研鑽の支援を行っております。

また、２０２５年４月からは運営団体のせたがや子育て
ネットさんと協働し、世田谷区両親学級の講師を担ってお
ります。

世田谷区の両親学級の特徴は「世田谷区」と「地域の子
育て支援団体」と「地域で活動している助産師」がタッグ
を組んで行っていることです。妊婦さんやママと赤ちゃん、
そしてそのご家族が安心して地域で子育てしていけるよう
にチーム一丸となって頑張っています。

妊娠中、産後や育児についてのご相談はＱＲコードより
ご連絡ください。

NPO法人こども劇場せたがや

公益社団法人 東京都助産師会世田谷目黒地区分会

【編集後記】最近せたこそ本部メンバーに加わったNです。私もそこそこ長く世田谷区民ですが、せたこそに入っ
てみたら、今まで知らなかった（良い）情報の嵐！に驚いています（笑）やはり多様な人や場を知ること、機会に
ふれることは大切と実感。周りにも、せたこそにかかわるとイイコトあるよ！と伝えていきたいです。

「せたがやこどもフードパントリー」は、せたがやの子どもの食の応援プロジェクト
です。2020年4月～2024年6月末までに165日間413回、のべ約31,000食を提供し、現在も
未就学から高校生世代まで約190家庭330人の子どもたちが利用しています。

今年も子どもたちやそのご家族が健やかに過ごせますよう、みなさまのご支援をよろ
しくお願いします。ご寄付の詳細については、ホームページにて記載しております。
ご協力よろしくお願いいたします。

せたがやこどもフードパントリーからお知らせとおねがい

「定例鑑賞会」
「わくわくシア
ター」「こども
キャンプ」など
多彩な活動

ある日の両親
学級チーム。
年間100回以

上の開催を
オール世田谷
で運営してい
ます

性教育講座の様子

▼
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